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1．はじめに

　人 それぞれ に い わ ゆる似合う色 が存在す る こ とは 、

経験上 よ く 知 ら れ て い る 。パ
ー

ソ ナ ル カ ラ
ー

ア ナ リ ス

トは、人 がその似合う色を選択する際に、適切な助言

を与える事を業務と して い る。しか しその助言 は、時

には恣意的 に傾くこ とがあ り、客観性に乏 しいの で は

な い か と の 疑問が起こ る tt 似合うと い う感覚的事象を、

科学的
・
客観的に裏付 け られな い で あ ろ うか 。パ ー．

ソ

ナル カラ
ー
研 究会 （以 下PC 研究会 と呼ぶ ）は、こ の

問題 の 究明を大きなテ …マ の 一つ と し て い る 。

　わ が国では、
”
春

1’
、
’」
秋
”
、
’1
夏
”
、
’1
冬

t／
の 4 カ テ ゴ リ

に区分される色布 〔以下 ドレ
ー

プと呼ぶ）のセ ッ トを

用い て 、個人に 似合う色の カテ ゴ リを定める診断手法

（以下四季法と呼ぶ）が広く行われて い る。PC 研究会

の ドレ
ー

プ現況調査班 は、四季法で実際 に用いられて

い る種々の ドレ
ー

プセ ッ ト を調査 し、その色彩的特徴

や望 ましい 色橦に つ い て の 分祈を試み て ぎた
1

、。ま

た 、分析の過程を通 じて、よ D 精密な分析の ため に は

資料のデ ジタ ル 化が必要 で あ る こ とも分か っ て ぎた。

こ れ らに つ い て 論 じる事 と した い 。

2 ．ドレープの 色彩的特徴

　調査の 対象と した どの ドレープセ ッ トも 、各季7〜

42 色の ドレ
ー

プ で 構成 され て いた 。 ドレ
ー

プセ ッ ト

の 中 で 、とく に 人を 四 季 の カテ ゴ リ に 分類診断す る た

め の 特定の ドレープの こ と を
ト
テ ス トカ ラ ー．’

と呼ぶ

が 、そ れ は 各季 7〜 15 色で あ っ た 。

　 ドレ
ー

プの とくに各季 ことの色彩的特徴を調べ るた

め に、15 セ ッ トを選び、各 ドレープ の 分光反射率を

測定 （ミ ノ ル タ CM2002 に よ る ）し、　 Munsell表色

値を求めた 。 表色値を各季 ことに比較 した ところ、次

の こ とが分か っ た。

● ドレ
ー

プの色分布パタ
ー

ン が春と秋、および臺 と冬

　とは互 い に似て お り、春 ・秋群と夐 ・冬群間で は異

　 な っ て い た 。

● テ ス トカ ラーと セ ッ ト全体の 色分布を季節こ と に 比

　較すると、パ タ
ー

ン がよ く似ており、テス トカ ラ
ー

　は各季節の特徴を反 映 していると考え られた．

● テス トカ ラ
ー

につ い て 詳細 に検討 した と こ ろ、多く

　 の ドレ
ー

プ セ ッ トに お い て 、色相 に つ い て は 春
・
秋群

　と夏
・冬群の 2群に分かれた。明度につ い ては春、夐

　はそ れぞれ秋、冬 に比較 して 高く、同様 に彩度に つ

　 い て は 春、冬 は そ れ ぞ れ秋、夏 に 比較 して 高か っ た。

　以上の ように ドレープは 、四季こ と に 明確な特徴を

持 っ て い る こ とが示 された。

3 ，対応色調査 の資料の分析

　力 ラ ーコーデ ィ ネートおよび診断に必須の 色種を知

る こ と を 目標 と し、3年以 上 の 実 務経験 を も つ カ ラ ー

アナ リス トを対象に、次のよ うな調資を行 っ た 。 日本

に最も古くに導入されたと思われる特定 の ドレ
ー

プセ

ッ ト （以下旧と称す）を基準と し、それと異な る ドレ

ー
プセ ッ ト （以下新 と称す） につ いて、各季 ことに基

準の 色の代わ りに使える色 （こ れを対応色と呼ぶ）を

選び、基準の 色と の相違を調査 した。詳細な検討は今

後を待たねばな らないが、新旧間で色の大きな変化は

無いものの、春は新の明度が高い こ と、冬は対応色の

数が多 く秋 は少ない こ と、な どがわか っ た。

4 ．おわ りに

　実用 ドレープの性質を客観的に知りた い との素朴な

要求か ら出発 した調 査に基 づ き、試みの分析 を行 っ た

と こ ろ、有用 な結論を導 き 得 る こ と が示 唆 さ れ た。し

か し、前述の 分析は すべ て 人手に よ っ て行 っ たゆえに 、

膨大な時間がかか り、誤記や誤計算 もあ り得る。さ ら

に は 、手書 き の 調査資料を他 の 人が容易 に 利 用 する わ

け に は 行か な か っ た 。 調査資料の 有用性を考える と 、

今後 は 資料を デ ジ タ ル 化 し、多 くの 方 々 の 研究 に 資す

るよ うに利用の便を計る必要があろう。そのよ うな方

向で 現在準備を整え つ つ ある。

　最後 に な D ま す が 、ドレープ調査に 参加 して 下 さ っ

た会員の皆様 に、深 く感謝いた します 。 又 、調査 を進

める にあた っ て 遠山令子さん に惜しみな い 助力を頂き

ま した。有り難う ご ざいま した，
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